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しまねソフト研究開発センターの先駆的研究「mruby/c」 

安定版 ver1.１を進化させた「mruby/c ver1.２」を公開 

 

 

 

 

 

 

 

しまねソフト研究開発センター（ITOC）と国立大学法人九州工業大学が共同研究開発を行ってい

る IoT 小型端末向け組込みプログラミング言語「mruby/c」について、現在の安定版 ver1.1 から

進化させた ver1.２を公開しました。 

 今回、新たにブロック処理の実装やクラス機能の充実を図ることで、今まで以上に Ruby で記述

できる内容が増えました。また、前バージョンに比べて、メモリ消費量の大幅な削減が可能となり

ました。 
今後は、更なる開発に取り組むとともに「mruby/c」を広く県内企業に紹介し、関心を持つ企業

との共同研究などを進めていくことで、県内企業の競争力強化につながる取り組みを行って参りま

す。 

 

◆ mruby/c ver1.2 公開 Web サイト 

  https://github.com/mrubyc/mrubyc/releases/tag/release1.2 
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◆ mruby/c ver1.2 
 

* クラスのコンストラクタを実装 

* インスタンスに対する GC サポート 

* Array クラスの再実装による高速化と 

メモリ消費量の削減 
* Hash クラスの再実装による高速化と 

メモリ消費量の削減 
* インスタンス変数を実装 

* Math クラスを実装 

* 文字列展開を実装 

* case 文の互換性向上 

◆ mruby/c とは 
 

Ruby の特徴である開発生産性の高さを引

き継ぎつつ、プログラム実行時に必要なメモ

リ消費量が従来の mruby（組込み向け軽量

Ruby）より少ないソフトウェアの開発言語

です。 

センサーネットワークや、ウェアラブルな

どの小型端末に向けたソフトウェア開発に向

いています。 

 


